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研究成果の概要（和文）：海外（主にスペインと中国）での国際共同研究の遂行を通じて、「日本におけるキリ
スト教の世紀」における人文主義の影響についての実証的・基礎的研究は大いに進展した。マドリードと広州で
おこなった二つの国際会議の開催、両国における複数の学会への参加、東京における国際ワークショップへの招
聘に応じるなどした。加えて、中山大学、広東外語外資大学において学部生および大学院生へむけたレクチャー
も行った。世界的なパンデミックの影響により本研究課題を締めくくる編著の刊行は数か月延期されおり、スペ
インの印刷所が再開されしだい刊行される予定である。

研究成果の概要（英文）： Through advancing international research abroad (mainly in Spain and
China), the purpose of developing international collaborative research regarding textual studies on
 "The Christian Century in Japan" was significantly achieved. I organized two international 
conference (one in Madrid and another in Guangzhou), participated in several other conferences in 
those countries, and in an international workshop in Tokyo. In addition, I delivered lectures in Sun
 Yat-sen University and in Guanzhou University of Foreign Studies for both graduate and 
undergraduate students. Due to the global pandemic, the process of finishing a book that summarized 
my research was extended a few months, and it should be printed soon as the Spanish press restarts 
work.

研究分野： スペイン文献学、思想史、インテレクチュアルヒストリー、日本キリスト教史

キーワード： キリシタン　東西交渉史　思想史　グローバル・ルネサンス　イエズス会　スペイン文献学　インテレ
クチュアル・ヒストリー　日本キリスト教史

  １版

  24渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義としては、スペインの日本研究者、日本のスペイン研究者がお互いの研究対象を拡張することによっ
て独自に発展してきた「日西交流史」、あるいは日本史研究者が在外欧文史料に分析対象を拡張することによっ
て独自の分野を築いてきた「日本キリシタン史-日欧交渉史」の蓄積が、近世初期のグローバル・ルネサンス研
究において有する重要性が国際的に認知されたことである。社会的意義としては、日本史の特殊な一領域と見な
されがちであった「キリシタン」の歴史が、キリスト教的普遍主義の歴史に与えたインパクトを指摘したことで
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 本国際共同研究のもととなった研究課題（2013～2016 年度、課題番号 25770029）は、イエズス会の歴史
的遺産の解明を目的としたイエズス会研究高等研究所(Institute for Advanced Jesuit Studies、米ボストン・カ
レッジ)の設立時期と並行して遂行された。以後同研究所によって、オランダのブリル社の「イエズス会研究」
シリーズが主宰され、モノグラフや学術雑誌が数多く刊行されてきた。その中で、近世イエズス会宣教史研
究は、同会の世界宣教を通じたカトリック・ヨーロッパの思想文化の非キリスト教文化圏への「影響」の研
究から、同会の非キリスト教文化圏における宣教活動がヨーロッパ思想の世俗化へあたえた「影響」の研究
をも多分に包摂するようになった。 
 本邦においては、同会の日本宣教史は「キリシタン史」の名でつとに知られており、十分な研究蓄積があ
る。思想史という観点からいえば、海老沢有道らにより、日本の原史料と欧文原史料双方を駆使できるとい
う優位的な立場から、高度な研究が発表されてきた。しかし、海老沢がリードしてきたキリシタン史の思想
史的研究自体が国内で十分に継承されているとはいえない上に、上述のような国際的なトレンドに日本の高
度な先行研究が有機的に接合しているとはいいがたい。その結果として、日本の学界においては既知の史料
であるにもかかわらず、海外で「新発見史料」として紹介されたり、またその逆の事態が生じたりしている。
研究者のグローバル化が進み、「キリシタン史」が教内研究者や日本人研究者の専売特許ではなくなった以上、
近世の古文書を含む日本語文献と、ラテン語を含む南欧文献の両者を扱い、なおかつ日本語を含む多言語で
闊達に発表できる海外の若手研究者との共同作業・情報交換を行う場の創成が急務であった。 
 
２．研究の目的 

本国際共同研究の目的は、キリシタン文献のテクスト・クリティークという具体的作業を通じて、日中欧
のキリシタン文献研究者の互恵的ネットワークの構築、海外への発信、そして国際的な学術会議の運営の経
験を積むことである。キリシタン文献の編纂過程は、ヨーロッパにおける人文学的学識（ヒューマニズム）
の伝播の軌跡と言い換えることができ、その伝播の過程を実証的に明らかにするためには、当時の来日宣教
師が参照可能であった当時のヨーロッパの神学書やミサ典礼書、説教集等に関する書誌学的・文献学的知識
が必須である。本研究は、すでにこれらの知識と鍛錬に長けた海外の共同研究者・研究協力者との共同作業
を通じて、日本史を補完する一次資料としての価値に注目されてきたキリシタン文献を、グローバル・ヒス
トリー研究の基礎的資料として再検討する場を創生する。 

 
３．研究の方法 

本研究は、キリシタン文献のテクスト・クリティークによって、テクストの狭間（＝編纂や翻訳の過程）
で取捨選択・付加削除・改編された内容を焙り出すという地道な作業を基礎とし、それによって思想的揺籃
期ともいえる近世初期の東西両テクストが置かれている、歴史的コンテクストの実証的な理解を目指すこと
により、思想史研究に貢献する。いわゆる「キリシタン版」を中心とする当時の信心書・教理書を、その欧
文原典にさかのぼって対照・分析するにとどまらず、当時のヨーロッパで編纂された「殉教録」「宣教報告書」
と、その情報源となった史料との対照など、カトリック教会・カトリック教国がこぞって出版した日本宣教
のヒストリオグラフィーの類にも分析の対象を広げた検討を行う。テクスト内容の取捨選択を行ったヨーロ
ッパ人宣教師や聖職者が置かれていた、カトリック教会の複雑な思想的状況を逆照射する「動的な」テクス
トとして読むという意味において、キリシタン文献が有する、日本史を補完する一次資料としての価値に注



目する従来の「日本キリシタン研究」とは方法が異なる。 
共同研究先のマドリード自治大学には良好な文化関係を通じて日本研究を志す者が多く、フランシスコ・

ザビエルに代表される中近世日西関係史を研究テーマに選ぶ若手研究者が多い。また中山大学は、共同研究
者の指導の下、ラテン語の神学稿本を扱う若手研究者の台頭が顕著である。彼らの助力を得るのみならず、
彼らに近年の日本語による良質な研究成果を教示するという互恵的なチームを創設し、国際共著率、国際的
研究環境の改善を目指す。 
 
４．研究成果 
 主な成果としては、共同研究者とともに上記の２大学で開催した二度の国際会議が挙げられる。マドリー
ド自治大学においては、歴史・文学・美術・言語の４分野を核とし、いわゆる「キリシタン時代(The Christian 
Century in Japan)」「日本におけるイベリアの世紀(El Siglo Ibérico de Japón)」研究の最前線が問われた。当
該時代を欧文史料から研究する研究者と、日本史料から研究する研究者との激しい議論が交わされた。日本
とスペインはこれまで、友好的な二国間関係を反映して、「日西交渉史」を銘打つ多くの共同研究・共著を
生み出してきたが、近世初期のグローバル・ヒストリー、またグローバル・ルネサンスという枠組みの中で
日欧交渉史を考えるとき、「スペイン」「日本」というアクターを前提とすることの欠陥が様々に指摘され
た（布教保護権をめぐるローマ教皇庁の存在や、宣教師の祖国意識、ラテン語や翻訳を通じたヨーロッパ内
での知識の共有、漢訳教理書の影響、等々）。中山大学では、伝統的ないわゆる「西学東漸」研究における
「東」に含まれる中国と日本との相関関係が実証的に議論された。日ー中それぞれの西学受容史における類
似点や比較の抽出のみならず、具体的な日－中文献における影響関係が少なからず指摘された。 
 国際会議後の議論の包括にも多くの時間を割いた。本研究が注目した諸テクストの編纂過程（西洋古典、
聖句、説教集等の解釈や和訳をめぐる困難、ヒストリオグラフィーの創成）は、人文学的学識(ヒューマニズ
ム)の鍛練を生んだ。そしてそれは、ある種の高度な言語的操作を可能とする能力を作者の間に生み出した。
このことは、当時のヨーロッパにおける「蓋然説」Probabilism（蓋然説：自由か法かの倫理的な二者択一を
迫られた場合、前者の意見が真に蓋然性を持つならば、それを行うことが正当化され得るという考え方）
dissimulation（隠匿：不都合な事実を目的を鑑みて隠匿すること）、mental reservation（内的留保：自分の発
した言葉に、その言葉のもつ自然な意味とは別の意味を自己の内面で付加すること）などと称して国際的に
近年注目される議論と接合し得る。ここから、日本におけるキリスト教宣教が近世ヨーロッパの思想的変遷
に与えた影響が実証的に指摘できるとも考えられ、今後の大きな課題として指摘された。 

国際会議のみならず、共同研究者の来日と連続講義、また 2019 年 10 月に行われたサンフランシスコ大学
リッチ研究所主催の国際ワークショプ“Historical legacies of Christianity in East Asia” に、世界から集った若
手研究者のシニア・メンターとして研究代表者が招待を受けたことも、今後に裨益するより強固な国際共同
研究体制の構築に役立った。総じて、国際的なキリシタン文献研究者の互恵的ネットワークの構築、海外へ
の発信、そして国際的な学術会議の運営の経験を積む、という本国際共同研究の目的は大いに達成された。 

2020 年に入ってからの国際情勢の急変により、取りまとめとしての編著は編著者（研究代表者と研究協力
者の共編）による校正済みの段階で中断しているが、印刷所の再開を待つのみとなっている。 
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